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◆ キーワード　グリム童話集／グリム童話選集／再話／昔話の伝承／おはなし会

グ
リ
ム
兄
弟
が
口
伝
え
の
昔
話
を
記
録
し
、『
子
ど
も
と
家
庭
の
昔
話

集
』（
グ
リ
ム
童
話
集
）
と
し
て
世
に
出
し
た
の
は
二
〇
〇
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
彼
ら
は
、
い
ま
書
き
と
め
て
お
か
な
け
れ
ば
昔
話
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、『
グ
リ
ム
童
話
集
』

（
以
下
『
童
話
集
』）
は
い
わ
ば
、
昔
話
を
文
字
に
し
て
保
存
す
る
試
み
で

も
あ
っ
た
。
一
方
、「
グ
リ
ム
童
話
を
学
術
的
な
昔
話
集
か
ら
子
ど
も
の

本
に
し
」

（
１
）、

そ
の
普
及
に
寄
与
し
た
の
は
『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』（
以
下

『
選
集
』）
で
あ
っ
た
。
五
〇
話
を
収
め
た
『
選
集
』
は
子
ど
も
の
た
め
に

編
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
支
持
さ
れ
て
版
を
重
ね
、
グ
リ
ム
童
話
を
ド
イ

ツ
の
家
庭
に
定
着
さ
せ
る
土
台
を
築
い
た
。

グ
リ
ム
が
『
童
話
集
』
改
版
の
た
び
に
話
の
テ
ク
ス
ト
に
手
を
加
え
て

い
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話
に
つ
い

て
も
、
や
は
り
手
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
私
は
『
選
集
』

に
収
め
ら
れ
た
話
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
調
査
を
続
け

て
き
た
が
、
グ
リ
ム
の
改
訂
の
仕
方
は
話
に
よ
っ
て
異
な
る
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
グ
リ
ム
童
話
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
を

二
〇
〇
歳
を
迎
え
た
グ
リ
ム
童
話

─
そ
の
現
代
に
お
け
る
意
義
─

間 

宮　

史 

子

示
し
つ
つ
、
二
〇
〇
歳
を
迎
え
た
グ
リ
ム
童
話
の
現
代
に
お
け
る
意
義
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
思
う
。

一
．『
グ
リ
ム
童
話
集
』
と
『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』

（
２
）

『
童
話
集
』
の
初
版
第
一
巻
（
一
八
一
二
）
と
第
二
巻
（
一
八
一
五
）
は
、

ベ
ル
リ
ン
の
ラ
イ
マ
ー
社
か
ら
各
九
〇
〇
部
出
版
さ
れ
た
が
、
売
れ
行
き

は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。
一
八
一
八
年
の
時
点
で
、
第
一
巻
は
ほ
ぼ
売

り
尽
く
し
た
が
、
第
二
巻
は
ま
だ
多
く
が
売
れ
残
っ
て
い
た
。
一
巻
二
巻

を
合
わ
せ
て
出
し
た
第
二
版
（
一
八
一
九
）
の
売
れ
行
き
も
良
く
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
出
版
社
を
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
デ
ィ
ー
テ
リ
ヒ
社
に
変
え
、

第
三
版
（
一
八
三
七
）
を
出
版
す
る
ま
で
に
約
十
八
年
が
経
過
し
て
い
る
。

グ
リ
ム
兄
弟
は
、
自
分
た
ち
の
『
童
話
集
』
の
売
れ
行
き
を
妨
げ
て
い

る
要
因
を
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
値
段
が
高
い
こ
と
、
学
術
的
な
序
文
と

注
釈
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
口
絵
以
外
に
挿
絵
が
な
い
こ
と
。
さ
ら

に
、
当
時
し
だ
い
に
増
え
て
き
て
い
た
本
来
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
（M

ärchen

）
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の
読
者
で
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
教
育
者
が
、
神
話
学
的
な
観
点
に
た
っ
て

編
ま
れ
た
『
童
話
集
』
を
敬
遠
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
時
期
、
一
八
二
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
『
グ
リ

ム
童
話
選
集
（G

erm
an Popular Stories

）』
が
翻
訳
出
版
さ
れ
、
わ

ず
か
な
期
間
に
三
刷
を
重
ね
る
と
い
う
成
功
を
収
め
る
。
弁
護
士
の
エ
ド

ガ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
が
英
訳
し
た
グ
リ
ム
童
話
に
は
、
風
刺
画
家
ジ
ョ
ー
ジ
・

ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
銅
版
画
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
翻
訳
者
か
ら
英
訳

本
を
受
け
と
っ
た
弟
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
、
そ
の
成
功
に
刺
激

さ
れ
て
、
出
版
社
ラ
イ
マ
ー
に
『
童
話
集
』
の
選
集
を
出
版
す
る
考
え
を

伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
英
訳
本
と
同
じ
よ
う
に
選
集
版
で
一
巻
本
と
す

る
、
小
型
版
の
体
裁
で
、
で
き
れ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
に
発
売
す
る
、
挿
絵
を

入
れ
る
、
値
段
は
な
る
べ
く
安
く
す
る
、
序
文
や
注
釈
な
ど
、
学
術
的
な

も
の
は
す
べ
て
取
り
除
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
一
八
二
五
年
十
二
月
に
『
選
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
が
『
童
話
集
』
か
ら
選
ん
だ
五
〇
話
に
、
末
弟
の
画
家
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
エ
ー
ミ
ー
ル
に
よ
る
挿
絵
が
入
れ
ら
れ
、
全
体
で
三
二
〇
ペ
ー
ジ
、
初
版

は
一
五
〇
〇
部
だ
っ
た
。
挿
絵
は
、「
マ
リ
ア
の
子
」「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」「
灰
か
ぶ
り
」「
赤
ず
き
ん
」「
い
ば
ら
姫
」「
白
雪
姫
」「
が
ち
ょ
う
番
の

娘
」
の
七
話
に
一
枚
ず
つ
つ
け
ら
れ
た
。『
選
集
』
は
グ
リ
ム
童
話
の
大
成
功

を
引
き
起
こ
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
た
『
選
集
』
は
、

じ
き
に
『
童
話
集
』
を
追
い
抜
い
て
版
を
重
ね
て
い
く
。
グ
リ
ム
兄
弟
の
生
前

に
、『
童
話
集
』
が
七
版
を
数
え
た
の
に
対
し
、『
選
集
』
は
一
〇
版
を
数
え
た
。

グ
リ
ム
兄
弟
生
前
に
出
版
さ
れ
た
『
童
話
集
』
お
よ
び
『
選
集
』
を
〔
表

〔表１〕グリム兄弟生前に出版された『グリム童話集』および『グリム童話選集』

『グリム童話集』
（Große Ausgabe 大きな版）

『グリム童話選集』
（Kleine Ausgabe 小さな版）

版 出版年 出版社（出版地） 版 出版年 出版社（出版地）
（エーレンベルク手稿　1810）

1 1812/15 ライマー（ベルリン）
2 1819 ライマー（ベルリン）

1 1825 ライマー（ベルリン）
2 1833 ライマー（ベルリン）
3 1836 ライマー（ベルリン）

3 1837 ディーテリッヒ（ゲッティンゲン）
4 1839 ライマー（ベルリン）

4 1840 ディーテリッヒ（ゲッティンゲン）
5 1841 〔ライマー（ベルリン）〕

5 1843 ディーテリッヒ（ゲッティンゲン）
6 1844 ベッサー（ベルリン）
7 1847 ベッサー（ベルリン）

6 1850 ディーテリッヒ（ゲッティンゲン） 8 1850 ドゥンカー（ベルリン）
9 1853 ドゥンカー（ベルリン）

7 1857 ディーテリッヒ（ゲッティンゲン）
10 1858 ドゥンカー（ベルリン）
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１
〕
に
示
す
。〔
表
１
〕
を
み
る
と
、『
選
集
』
は
『
童
話

集
』
各
版
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、『
選
集
』
第
二
版
か
ら
第
九
版
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
二
、三
年
お
き
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

『
童
話
集
』
第
六
版
と
『
選
集
』
第
八
版
は
同
じ
一
八
五
〇

年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
．『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話

（
一
）『
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話

『
選
集
』
に
収
め
る
話
を
選
ん
だ
の
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
グ
リ
ム
だ
っ
た
。
一
八
一
五
年
に
『
童
話
集
』
初
版

第
二
巻
が
出
版
さ
れ
る
と
、
兄
の
ヤ
ー
コ
プ
は
弟
に
『
童

話
集
』
の
仕
事
を
ま
か
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。『
選

集
』
の
た
め
に
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
先
行
す
る
『
童
話
集
』

第
二
版
（
一
八
一
九
）
よ
り
五
〇
話
を
選
ん
だ
。
そ
の
際
、

ま
ず
子
ど
も
向
き
と
思
わ
れ
る
話
を
選
び
、
そ
し
て
、
す

で
に
人
気
の
あ
る
話
も
考
慮
に
入
れ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

の
選
択
は
、
当
時
の
読
者
の
好
み
に
合
っ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
以
降
も
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
よ

く
知
ら
れ
た
グ
リ
ム
童
話
は
、
例
外
な
く
こ
の
『
選
集
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
選
集
』
初
版
に
収
め
ら
れ
た
五
〇
話
を
〔
表
２
〕
に

〔表２〕『グリム童話選集』に収められた話
選集
No.

童話集
No. 題名 選集

No.
童話集
No. 題名

1 1 蛙の王さま、または鉄のハインリヒ 26 52 つぐみひげの王さま
2 3 マリアの子 27 53 白雪姫
3 4 怖さを習いにでかけた若者の話 28 55 ルンペルシュティルツヒェン
4 5 狼と七匹の子やぎ 29 58 犬と雀
5 6 忠実なヨハネス 30 59 フリーダーとカーターリースヒェン
6 7 うまい商い 31 65 千枚皮
7 9 十二人の兄弟 32 69 ヨリンデとヨリンゲル
8 10 ならずもの 33 83 しあわせハンス
9 11 兄と妹 34 87 貧乏人と金持ち
10 13 森の三人のこびと 35 89 がちょう番の娘
11 14 三人の紡ぎ女 36 94 かしこいお百姓の娘
12 15 ヘンゼルとグレーテル 37 98 もの知り博士
13 19 漁師とその妻 38 102 みそそざいと熊
14 21 灰かぶり 39 104 忠実な動物たち
15 24 ホレばあさん 40 105 ウンケ（蛇あるいはひきがえる）の話
16 25 七羽のからす 41 106 貧しい粉屋の小僧と猫
17 26 赤ずきん 42 110 いばらにとびこんだユダヤ人
18 27 ブレーメンの町楽隊 43 114 かしこいちびの仕立屋
19 34 かしこいエルゼ 44 124 三人兄弟
20 37 親指太郎 45 129 腕利き四人兄弟
21 45 親指小僧の旅修業 46 130 一つ目、二つ目、三つ目
22 46 フィッチャーの鳥 47 135 白い花嫁と黒い花嫁
23 47 ねずの木の話 48 151 ものぐさ三人息子
24 50 いばら姫 49 80 めんどりの死
25 51 みつけ鳥 50 153 星の銀貨
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示
す
。

『
童
話
集
』
第
二
版
の
第
一
巻
か
ら
三
四
話
（
一
～
三
三
番
と
四
九
番
）、

第
二
巻
か
ら
一
六
話
（
三
四
～
四
八
番
と
五
〇
番
）
が
選
ば
れ
、
番
号

の
若
い
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
が
『
童
話

集
』
初
版
以
来
「
最
も
古
く
て
最
も
美
し
い
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
ひ
と
つ
」
と

尊
重
し
て
常
に
一
番
に
置
い
た
「
蛙
の
王
さ
ま
、
ま
た
は
鉄
の
ハ
イ
ン

リ
ヒ
」
か
ら
始
め
て
、「
星
の
銀
貨
」
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。「
星
の
銀

貨
」
は
、『
選
集
』
の
最
後
に
置
か
れ
た
こ
と
で
特
に
人
気
が
で
た
。
唯

一
、
番
号
順
で
な
い
の
が
「
め
ん
ど
り
の
死
」（『
童
話
集
』
八
〇
番
）
で
、

四
九
番
に
置
か
れ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
こ
れ
を
『
選
集
』
の
最
後
か

ら
二
番
目
に
置
い
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
話
が
累
積
譚
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
最
後
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
五
〇
話
の
う
ち
、
三
九
番
「
忠
実
な
動
物
た
ち
」
が
第
九

版
（
一
八
五
三
）
以
降
「
か
し
こ
い
人
々
」（『
童
話
集
』
一
〇
四
番
）
に
、

ま
た
、
四
四
番
「
三
人
兄
弟
」
が
第
二
版
（
一
八
三
三
）
以
降
「
雪
白
と

ば
ら
紅
」（『
童
話
集
』
一
六
一
番
）
に
入
れ
換
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外

の
話
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

（
二
）『
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話
の
出
自

グ
リ
ム
童
話
の
語
り
手
や
提
供
者
は
、
大
体
次
の
五
つ
に
分
け
ら
れ

る
。『
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
番
号
を
（　

）

内
に
示
す
。
入
れ
換
え
ら
れ
た
三
九
番
と
四
四
番
に
つ
い
て
は
、
入
れ
換

え
前
後
の
各
話
を
前
、
後
で
あ
ら
わ
す
。
二
話
か
ら
な
る
一
七
番
の
各
話

は
（
一
）（
二
）、
三
話
か
ら
な
る
四
〇
番
の
各
話
は
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
で
あ
ら
わ
す
。

こ
れ
ら
の
話
を
含
め
る
と
、
総
話
数
は
五
五
話
と
な
る
。
一
話
に
複
数
の

提
供
者
が
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
く
。

①
初
期
の
語
り
手
た
ち
（
都
市
の
中
・
上
流
階
級
に
属
す
ヴ
ィ
ル
ト
家
や

ハ
ッ
セ
ン
プ
フ
ル
ー
ク
家
の
若
い
娘
た
ち
）　

二
〇
話
（
三
六
％
）

ヴ
ィ
ル
ト
家　

一
二
話
（
一
、
二
、
一
〇
、
一
二
、
一
五
、
二
二
、
二
六
、

二
八
、
二
九
、
三
一
、
三
九
後
、
四
〇
Ⅰ
／
二
二
％
）、
ハ
ッ
セ
ン
プ
フ

ル
ー
ク
家　

一
一
話
（
四
、
九
、
一
〇
、
一
六
、
一
七
（
一
）、
一
七
（
二
）、

二
一
、
二
四
、
二
六
、
二
七
、
二
八
／
二
〇
％
）

②
個
々
の
語
り
手
・
提
供
者
た
ち
（
牧
師
の
娘
や
退
役
軍
人
な
ど
）　

一
六

話
（
二
九
％
）

ズ
ィ
ー
ベ
ル
ト　

五
話
（
三
、
三
四
、
三
九
前
、
四
三
、
四
四
前
）、
ル
ン

ゲ　

二
話
（
一
三
、
二
三
）、
シ
ュ
タ
イ
ン　

二
話
（
一
四
、
二
七
）、
マ

ン
ネ
ル　

二
話
（
二
二
、
二
五
）、
ラ
ム
ス
姉
妹　

一
話
（
七
）、
ヴ
ィ
ー

ガ
ン
ト　

一
話
（
一
一
）、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
老
婆　

一
話
（
一
四
）、
ゴ
ー

ル
ト
マ
ン　

一
話
（
一
五
）、
グ
ロ
ー
テ　

一
話
（
二
〇
）、
エ
ン
ゲ
ル
ハ

ル
ト　

一
話
（
四
九
）

③
フ
ィ
ー
マ
ン
夫
人　

一
二
話
（
三
、
五
、
一
〇
、
一
四
、
一
九
、
二
九
、

三
〇
、
三
五
、
三
六
、
三
七
、
三
八
、
四
一
／
二
二
％
）

④
ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
家　

七
話
（
六
、
八
、
一
八
、
二
一
、
二
六
、
四

五
、
四
七
／
一
三
％
）

⑤
本
か
ら
採
ら
れ
た
話　

八
話
（
一
五
％
）

古
い
本　

二
話
（
四
二
、
四
八
）、
同
時
代
（
十
八
世
紀
後
半
～
十
九
世
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紀
前
半
）
の
本　

六
話
（
三
二
、
三
三
、
四
四
後
、

四
六
、
四
九
、
五
〇
）

そ
の
他
、
①
～
⑤
以
外
が
七
話
（
三
、

一
六
、二
〇
、三
〇
、四
〇
Ⅱ
、
四
〇
Ⅲ
、
四
七
）。

（
三
）『
選
集
』
初
版
と
第
一
〇
版
の
テ
ク
ス
ト

変
更
の
レ
ベ
ル
と
そ
の
出
自
と
の
関
係

グ
リ
ム
、
特
に
弟
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
、
改
版
に

際
し
て
『
童
話
集
』
だ
け
で
な
く
『
選
集
』
の
話
に

つ
い
て
も
手
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

そ
こ
で
、『
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
話
の
テ
ク
ス
ト

が
ど
の
程
度
変
更
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
る
た
め

に
、
各
話
に
つ
い
て
、『
選
集
』
初
版
（
一
八
二
五
）

と
第
一
〇
版
（
一
八
五
八
）
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し

た（
３
）。

そ
の
結
果
、
テ
ク
ス
ト
変
更
の
レ
ベ
ル
が
高
い

順
に
レ
ベ
ル
五
～
〇
に
分
け
、
各
レ
ベ
ル
に
該
当
す

る
話
と
そ
の
出
自
を
示
し
た
の
が
〔
表
３
〕
で
あ
る
。

レ
ベ
ル
五
は
、
全
体
的
に
テ
ク
ス
ト
が
膨
ら
み
、

そ
れ
に
伴
う
変
更
・
加
筆
が
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

五
話
（
一
、
四
、
一
二
、
一
三
、
四
〇
Ⅰ
）
が
該

当
す
る
。
こ
れ
ら
の
出
自
を
み
る
と
、
前
項
（
二
）

で
分
け
た
、
①
初
期
の
語
り
手
た
ち
が
四
話
（
一
、

四
、
一
二
、
四
〇
Ⅰ
）
を
占
め
、
②
個
々
の
語
り

〔表３〕『グリム童話選集』初版（1825）と第 10 版（1858）のテクスト変更のレベルとその出自との関係
レベル 話数 該当話の番号と題名（出自）

5
全体的にテクストが膨ら
み、それに伴う変更・加筆
がされている

5

1  蛙の王さま、または鉄のハインリヒ（ヴィルト家）
4  狼と七匹の子やぎ（ハッセンプフルーク家）
12 ヘンゼルとグレーテル（ヴィルト家）
13 漁師とその妻（ルンゲ）
40 Ⅰ 蛇の話（ドルトヒェン・ヴィルト＋リゼッテ・ヴィルト）

①②（③④⑤なし）

4 全体的に変更・加筆がされ
ている 4

2  マリアの子（グレートヒェン・ヴィルト）
14 灰かぶり（マールブルクの老婆＋フィーマン＋シュタイン）
24 いばら姫（マリー・ハッセンプフルーク）
45 腕利き四人兄弟（ハクストハウゼン家）

①②③④（⑤なし）

3 部分的にめだつ変更・加筆
がされている 6

3  怖さを習いにでかけた若者の話（ズィーベルト＋フィーマン他）
22 フィッチャーの鳥（マンネル＋ドルトヒェン・ヴィルト）
27 白雪姫（マリー・ハッセンプフルーク＋シュタイン）
34 貧乏人と金持ち（ズィーベルト）
35 がちょう番の娘（フィーマン）
41 貧しい粉屋の小僧と猫（フィーマン）

①②③（④⑤なし）

2 いくらかの変更・加筆がさ
れている 31 ①②③④⑤

1 僅かな変更がされている以
外ほとんど変更なし 7

17 (2) 赤ずきん（マリー・ハッセンプフルーク）
19 かしこいエルゼ（フィーマン）
23 ねずの木の話（ルンゲ）
25 みつけ鳥（マンネル）
32 ヨリンデとヨリンゲル（シュティリングの本）
40 Ⅲ ウンケの話（ベルリンの話）
48 ものぐさ三人息子（パウリの本）

①②③⑤（④なし）
0 表記上の変更以外変更なし 1 39 後 かしこい人々（ドルトヒェン・グリム）
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手
・
提
供
者
た
ち
が
一
話
（
一
三
）
で
あ
る
。
③
フ
ィ
ー
マ
ン
夫
人
、
④
ハ

ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
家
、
⑤
本
か
ら
採
ら
れ
た
話
は
、
レ
ベ
ル
五
に
は
な
い
。

レ
ベ
ル
四
は
、
全
体
的
に
変
更
・
加
筆
が
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
四
話

（
二
、
一
四
、
二
四
、
四
五
）
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
出
自
は
、
①
が

二
話
（
二
、
二
四
）、
②
が
一
話
（
一
四
）、
③
が
一
話
（
一
四
）、
④
が

一
話
（
四
五
）
で
あ
り
、
⑤
は
な
い
。

レ
ベ
ル
三
は
、
部
分
的
に
め
だ
つ
変
更
・
加
筆
が
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

六
話
（
三
、
二
二
、
二
七
、
三
四
、
三
五
、
四
一
）
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ら

の
出
自
を
み
る
と
、
②
が
四
話
（
三
、
二
二
、
二
七
、
三
四
）、
③
が
三
話

（
三
、
三
五
、
四
一
）、
①
が
二
話
（
二
二
、
二
七
）
で
、
④
と
⑤
は
な
い
。

ひ
と
つ
と
ん
で
、
レ
ベ
ル
一
は
、
僅
か
な
変
更
が
さ
れ
て
い
る
以
外
ほ

と
ん
ど
変
更
が
な
い
場
合
で
、
七
話
（
一
七
（
二
）、
一
九
、
二
三
、
二
五
、

三
二
、
四
〇
Ⅲ
、
四
八
）
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
出
自
は
、
②
が
二
話

（
二
三
、
二
五
）、
⑤
が
二
話
（
三
二
、
四
八
）、
①
が
一
話
（
一
七
（
二
））、

③
が
一
話
（
一
九
）、
そ
の
他
一
話
（
四
〇
Ⅲ
）
で
あ
り
、
④
は
な
い
。

レ
ベ
ル
〇
は
、
表
記
上
の
変
更
以
外
変
更
が
な
い
場
合
で
、
一
話
（
三

九
後
、
出
自
①
）
の
み
が
該
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
第
九
版
（
一

八
五
三
）
で
三
九
前
と
入
れ
換
え
ら
れ
た
話
で
あ
る
。

そ
し
て
、
レ
ベ
ル
二
は
、
い
く
ら
か
の
変
更
・
加
筆
が
さ
れ
て
い
る
場

合
で
、
レ
ベ
ル
五
、四
、三
、一
、〇
に
入
ら
な
い
三
一
話
が
該
当
す
る
。
こ

れ
ら
の
話
の
出
自
は
、
①
②
③
④
⑤
す
べ
て
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
変
更
レ
ベ
ル
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
グ
リ
ム
が
ほ
ぼ
す
べ

て
の
話
に
手
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
レ
ベ
ル
〇
と
レ
ベ
ル
一
を

除
く
と
、
五
四
話
の
う
ち
四
六
話
（
八
五
％
）
に
、
な
ん
ら
か
の
変
更
が

さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
変
更
レ
ベ
ル
と
話
の
出
自
と
の
間
に
も
関
係
が
あ
る
。
①
初

期
の
語
り
手
た
ち
及
び
②
個
々
の
語
り
手
・
提
供
者
た
ち
の
話
は
、
レ
ベ

ル
五
、四
、三
に
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
③
フ
ィ
ー
マ
ン
夫
人
の
話
は
レ

ベ
ル
三
に
め
だ
つ
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
フ
ィ
ー
マ
ン
夫
人
の
語
り
を
高
く
評

価
し
、
最
初
に
採
用
し
た
テ
ク
ス
ト
に
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
て
い
な
い
が
、

そ
れ
で
も
部
分
的
な
変
更
・
加
筆
を
行
な
っ
た
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
④
ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
家
の
話
は
、
レ
ベ
ル
四
に
一
話
あ
る
も
の

の
、
レ
ベ
ル
五
、三
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
手
を
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
⑤
本
か
ら
採
ら
れ
た
話
に
つ
い
て
も
、
レ
ベ
ル
五
、

四
、三
に
は
み
ら
れ
な
い
た
め
、
あ
ま
り
変
更
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

三
．
グ
リ
ム
童
話
の
テ
ク
ス
ト
変
遷

そ
れ
で
は
、『
童
話
集
』
と
『
選
集
』
の
テ
ク
ス
ト
は
ど
う
改
訂
さ
れ

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
こ
れ
ま
で
に
「
灰
か
ぶ
り
」「
赤
ず
き
ん
」

「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
の
鳥
」「
い
ば
ら
姫
」「
蛇
の
話
」「
貧
し
い
粉
屋
の
小
僧

と
猫
」「
腕
利
き
四
人
兄
弟
」
の
七
話
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
グ

リ
ム
の
改
訂
の
仕
方
は
話
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
共
通

点
と
傾
向
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
方
法
に
つ
い
て
。
各
話
を
段
落
に
分
け
、『
童
話
集
』『
選
集
』
各
版

の
同
じ
段
落
を
出
版
年
順
に
並
べ
て
比
較
し（

４
）、

そ
の
結
果
を
も
と
に
テ
ク
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ス
ト
変
遷
図
を
作
成
し
た
。
た
だ
し
、『
選
集
』
第
五
版
（
一
八
四
一
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
現
在
も
わ
か
ら
な
い
た
め
除
く
。
テ
ク
ス
ト
各
版

は
、『
童
話
集
』『
選
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
、
ド
イ
ツ
語
のGroße A

usgabe

、

Kleine A
usgabe

の
頭
文
字
Ｇ
、
Ｋ
で
あ
ら
わ
し
、
第
何
版
か
を
そ
の
次

に
く
る
数
字
で
あ
ら
わ
す
。
本
文
中
で
は
、そ
れ
に
続
け
て
出
版
年
を
（　

）

内
に
示
す
。
つ
ま
り
、『
童
話
集
』
初
版
は
Ｇ
一
（
一
八
一
二
）、『
選
集
』

初
版
は
Ｋ
一
（
一
八
二
五
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
図
に
お
い
て
、
矢
印
は

そ
の
方
向
へ
変
移
、
破
線
矢
印
は
そ
の
方
向
へ
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
、

等
号
は
同
一
、
不
等
号
は
非
同
一
、
ア
ス
テ
リ
ス
ク
は
特
に
加
筆
が
め
だ
つ

版
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
調
査
済
み
の
七
話
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
を
示
し
、

変
更
や
加
筆
が
め
だ
つ
版
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

（
一
）「
灰
か
ぶ
り
」（『
童
話
集
』
二
一
番
／
『
選
集
』
一
四
番
、
レ
ベ
ル

四
、
出
自
②
③
）（

５
）テ

ク
ス
ト
変
遷
は
図
１
に
示
す
。

Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
…
フ
ィ
ー
マ
ン
と
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
二
類
話
と

合
成
さ
れ
、
大
幅
に
変
更
さ
れ
整
え
ら
れ
る
。
Ｋ
四
（
一
八
三
九
）
…
継

母
の
悪
さ
を
強
調
す
る
灰
か
ぶ
り
に
対
す
る
罵
り
こ
と
ば
や
行
為
、
灰
か

ぶ
り
が
王
子
か
ら
逃
げ
る
様
子
、
王
子
が
策
略
を
用
い
た
こ
と
、
灰
か
ぶ

り
が
残
し
た
靴
の
描
写
、
足
を
切
っ
て
靴
を
履
い
た
姉
妹
が
痛
み
を
こ
ら

え
る
様
子
な
ど
が
加
わ
る
。
Ｋ
七
（
一
八
四
七
）
…
実
母
の
死
後
、
時
が

過
ぎ
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
季
節
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
が
加
筆
さ
れ
、
継

母
と
そ
の
娘
た
ち
の
悪
さ
を
強
調
す
る
、
罵
り
こ
と
ば
の
書
き
換
え
と
行

為
の
加
筆
が
あ
る
。
Ｇ
六
（
一
八
五
〇
）
／
Ｋ
八
（
一
八
五
〇
）
…
継
母

た
ち
の
悪
さ
を
あ
ら
わ
す
表
現
が
さ
ら
に
変
更
・
強
調
さ
れ
、
灰
か
ぶ
り

が
王
子
に
再
確
認
さ
れ
る
場
面
の
描
写
が
増
え
る
。

（
二
）「
赤
ず
き
ん
」（『
童
話
集
』
二
六
番 

（
一
）
／
『
選
集
』
一
七
番

（
一
）、
レ
ベ
ル
二
、
出
自
①
）（

６
）テ

ク
ス
ト
変
遷
は
図
２
に
示
す
。

Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
…
書
き
換
え
と
加
筆
が
さ
れ
て
形
が
整
う
。
Ｇ

四
（
一
八
四
〇
）
…
狼
や
狩
人
の
せ
り
ふ
が
書
き
換
え
ら
れ
、
狼
の
悪

さ
が
強
調
さ
れ
る
。
救
出
さ
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
の
衰
弱
し
た
様
子
が
加
わ

る
。
Ｋ
六
（
一
八
四
四
）、
Ｋ
七
（
一
八
四
七
）
…
狼
の
悪
さ
を
強
調
す

る
表
現
や
母
親
の
赤
ず
き
ん
に
対
す
る
注
意
の
書
き
換
え
が
あ
る
。
Ｇ
六

（
一
八
五
〇
）
…
さ
ら
に
、
狼
の
悪
さ
を
強
調
す
る
書
き
換
え
、
母
親
の

赤
ず
き
ん
へ
の
注
意
が
加
筆
さ
れ
る
。

（
三
）「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
の
鳥
」（『
童
話
集
』
四
六
番
／
『
選
集
』
二
二
番
、

レ
ベ
ル
三
、
出
自
①
②
）（

７
）テ

ク
ス
ト
変
遷
は
図
３
に
示
す
。

Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
…
全
体
に
渡
っ
て
加
筆
、
改
筆
さ
れ
る
。
Ｋ
二

（
一
八
三
三
）…
末
娘
に
魔
術
師
を
悪
者
と
言
わ
せ
る
。
Ｋ
八（
一
八
五
〇
）

…
末
娘
は
「
卵
を
箱
に
入
れ
て
そ
の
箱
に
鍵
を
か
け
」
と
す
る
。
Ｇ
六

（
一
八
五
〇
）
…
末
娘
は
「
卵
を
き
ち
ん
と
し
ま
い
」
と
す
る
。
次
女
が

血
の
部
屋
を
開
け
た
理
由
、
長
女
と
次
女
が
切
り
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
、

し
ゃ
れ
こ
う
べ
に
花
輪
、
な
ど
が
加
筆
さ
れ
る
。
Ｋ
九
（
一
八
五
三
）
…

魔
術
師
の
家
の
部
屋
の
豪
華
な
様
子
、
そ
れ
を
見
た
長
女
の
心
の
動
き
、

殺
害
道
具
、
魔
術
師
が
末
娘
に
従
う
理
由
が
加
筆
さ
れ
る
。
魔
術
師
の
行

為
が
よ
り
乱
暴
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。

（
四
）「
い
ば
ら
姫
」（『
童
話
集
』
五
〇
番
／
『
選
集
』
二
四
番
、
レ
ベ
ル

四
、
出
自
①
）（

８
）テ

ク
ス
ト
変
遷
は
図
４
に
示
す
。
こ
の
話
は
、
一
八
一
〇
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調査済みの 7 話のテクスト変遷
図において、「→」はその方向へ変移、「」はその方向へ影響を及ぼした可能性、「＝」は同一、

「≠」は非同一、「*」は特に加筆がめだつ版を示す。

〔図１〕「灰かぶり」（『童話集』21 番／『選集』14 番、レベル 4、出自②③）

〔図２〕「赤ずきん」（『童話集』26 番（1）／『選集』17 番（1）、レベル 2、出自①）

〔図６〕「貧しい粉屋の小僧と猫」（『童話集』106 番／『選集』41 番、レベル 3、出自③）

〔図４〕「いばら姫」（『童話集』50 番／『選集』24 番、レベル 4、出自①）

〔図５〕「蛇の話」（『童話集』105 番 I ／『選集』40 番 I、レベル 5、出自①）

〔図７〕「腕利き四人兄弟」（『童話集』129 番／『選集』45 番、レベル 4、出自④）

〔図３〕「フィッチャーの鳥」（『童話集』46 番／『選集』22 番、レベル 3、出自①②）
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年
の
エ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
手
稿
（
Ö
H
）
か
ら
存
在
す
る
。

Ｇ
一
（
一
八
一
二
）
…
加
筆
さ
れ
具
体
的
に
な
り
、
特
に
後
半
が
膨
ら

む
。
Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
…
全
体
的
に
書
き
換
え
と
加
筆
が
さ
れ
る
。
Ｋ

一
（
一
八
二
五
）
…
予
言
動
物
が
ざ
り
が
に
か
ら
蛙
に
変
更
さ
れ
る
。
Ｋ

四
（
一
八
三
九
）
…
一
三
番
目
の
女
の
悪
さ
を
強
調
す
る
描
写
、
王
女
の

眠
り
が
城
全
体
に
広
が
る
描
写
が
加
わ
る
。
Ｇ
六
（
一
八
五
〇
）
／
Ｋ
八

（
一
八
五
〇
）
…
王
女
は
「
そ
こ
に
あ
っ
た
ベ
ッ
ド
の
上
へ
」
倒
れ
た
と
い

う
説
明
や
、
や
っ
て
き
た
王
子
た
ち
が
死
ん
で
い
っ
た
様
子
な
ど
、
状
況
描

写
が
さ
ら
に
増
え
る
。

（
五
）「
蛇
の
話
」（『
童
話
集
』
一
〇
五
番
Ⅰ
／
『
選
集
』
四
〇
番
Ⅰ
、
レ

ベ
ル
五
、
出
自
①
）（

９
）テ

ク
ス
ト
変
遷
は
図
５
に
示
す
。

Ｇ
五
（
一
八
四
三
）
…
大
幅
な
加
筆
と
改
筆
が
さ
れ
る
。
子
ど
も
の

蛇
へ
の
韻
文
の
呼
び
か
け
や
、
蛇
が
感
謝
の
し
る
し
に
子
ど
も
に
宝
物
を

持
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
の
様
子
が
変
わ
っ
て
赤
い
頬
を
失
っ

た
こ
と
、
ま
も
な
く
夜
、
死
を
告
げ
る
鳥
が
鳴
き
は
じ
め
、
コ
マ
ド
リ

が
葬
式
の
花
輪
の
た
め
に
小
枝
や
葉
を
集
め
だ
し
た
こ
と
が
書
き
足
さ
れ

る
。
コ
マ
ド
リ
の
文
に
つ
い
て
は
、
ビ
ュ
ッ
シ
ン
グ
の
『
民
間
伝
説
、
メ

ル
ヒ
ェ
ン
、
聖
者
伝
』（
一
八
一
二
）
の
「
コ
マ
ド
リ
の
話
」
か
ら
採
用

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
六
）「
貧
し
い
粉
屋
の
小
僧
と
猫
」（『
童
話
集
』
一
〇
六
番
／
『
選
集
』

四
一
番
、
レ
ベ
ル
三
、
出
自
③
）

（
（（
（

テ
ク
ス
ト
変
遷
は
図
６
に
示
す
。

Ｇ
四
（
一
八
四
〇
）
…
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
猫
の
城
の
様
子
が
加
筆
さ

れ
る
。
Ｋ
六
（
一
八
四
四
）
…
登
場
人
物
の
感
情
を
あ
ら
わ
す
せ
り
ふ
、

合
理
的
説
明
が
加
筆
さ
れ
る
。
Ｇ
六
（
一
八
五
〇
）
…
城
で
音
楽
を
奏
で

る
猫
が
二
匹
か
ら
三
匹
へ
変
更
さ
れ
る
。

（
七
）「
腕
利
き
四
人
兄
弟
」（『
童
話
集
』
一
二
九
番
／
『
選
集
』
四
五
番
、

レ
ベ
ル
四
、
出
自
④
）

（
（（
（

テ
ク
ス
ト
変
遷
は
図
７
に
示
す
。
こ
の
話
は
Ｇ
二

（
一
八
一
九
）
か
ら
収
め
ら
れ
た
。

Ｋ
二
（
一
八
三
三
）
…
全
体
に
渡
っ
て
加
筆
・
改
筆
が
さ
れ
る
。
Ｋ

六
（
一
八
四
四
）
…
狩
人
が
一
発
で
五
つ
の
卵
を
撃
ち
ぬ
い
た
理
由
、
父

親
の
せ
り
ふ
、
竜
が
落
ち
て
き
て
船
が
壊
れ
る
箇
所
に
「
再
び
大
変
な

災
難
だ
っ
た
が
」
と
い
う
描
写
が
加
わ
る
。
Ｇ
六
（
一
八
五
〇
）
／
Ｋ
八

（
一
八
五
〇
）
…
父
親
の
感
情
の
加
筆
、
父
親
の
せ
り
ふ
「
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
が
慣
用
句
を
使
用
し
た
表
現
に
変
更
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
調
査
済
み
の
七
話
に
共
通
す
る
の
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

①
Ｋ
九
（
一
八
五
三
）
と
Ｋ
一
〇
（
一
八
五
八
）
の
テ
ク
ス
ト
は
同
一
で
あ
る
。

②
同
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｇ
六
（
一
八
五
〇
）
と
Ｋ
八
（
一
八
五
〇
）
の
テ

ク
ス
ト
は
同
一
で
は
な
い
。

③
『
童
話
集
』『
選
集
』
の
最
終
版
で
あ
る
、
Ｇ
七
（
一
八
五
七
）
と
Ｋ

一
〇
（
一
八
五
八
）
の
テ
ク
ス
ト
は
同
一
で
は
な
い
。

④
後
の
版
に
い
く
ほ
ど
、
話
の
筋
に
は
直
接
関
係
の
な
い
、
登
場
人
物
の

感
情
、
敵
対
者
の
悪
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
強
調
す
る
描
写
、
合
理
的
説
明
や

状
況
描
写
が
増
え
る
。

ま
た
、「
蛇
の
話
」
を
除
い
た
六
話
に
共
通
す
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
Ｇ
四
（
一
八
四
〇
）
と
Ｇ
五
（
一
八
四
三
）
の
テ
ク
ス
ト
は
同
一
で
あ
る
。

②
テ
ク
ス
ト
は
、
Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
で
整
え
ら
れ
、
そ
の
後
二
回
に
わ
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た
っ
て
、
め
だ
っ
た
加
筆
や
改
筆
が
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
貧
し
い
粉

屋
の
小
僧
と
猫
」
の
Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
ま
た
、

「
腕
利
き
四
人
兄
弟
」
は
Ｇ
二
（
一
八
一
九
）
か
ら
『
童
話
集
』
に
収
め
ら

れ
た
た
め
、
ま
ず
Ｋ
二
（
一
八
三
三
）
で
テ
ク
ス
ト
が
全
体
に
わ
た
っ
て

加
筆
・
改
筆
さ
れ
、
そ
の
後
二
回
め
だ
っ
た
改
訂
が
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
た
め
の
『
選
集
』
に
特
徴
的
な
変
更
や
加
筆
と
い

え
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
改
訂
に
際
し
て
『
童
話
集
』
と
『
選

集
』
は
同
等
に
扱
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

グ
リ
ム
童
話
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
グ
リ
ム
の

再
話
の
仕
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
ほ
か
の
話
に
つ
い
て

も
調
査
が
進
め
ば
、
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

四
．「
お
は
な
し
会
」
で
語
ら
れ
る
グ
リ
ム
童
話

再
話
昔
話
で
あ
る
グ
リ
ム
童
話
は
世
界
中
に
普
及
し
、
広
く
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
現
代
の
日
本
に
お
い
て
も
、
グ
リ
ム
童
話
は
読
ま
れ
る

だ
け
で
な
く
、「
お
は
な
し
会
」
で
好
ん
で
語
ら
れ
る
昔
話
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

二
〇
一
二
年
に
は
、
グ
リ
ム
童
話
誕
生
二
〇
〇
年
、
ま
た
、
小
澤
俊
夫

主
宰
の
昔
ば
な
し
大
学
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
日
本
各
地
で
「
グ

リ
ム
童
話
を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
グ
リ
ム

童
話
が
語
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
手
で
き
た
四
〇
か
所

に
つ
い
て（

（（
（

、
語
ら
れ
た
グ
リ
ム
童
話
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
た
。
上
位
一
五
位
ま
で
を
示
す
。

①
「
狼
と
７
匹
の
子
や
ぎ
」
二
五
回
、
②
「
赤
ず
き
ん
」
二
四
回
、
③

「
お
い
し
い
お
か
ゆ
」
二
一
回
、
④
「
こ
び
と
と
靴
屋
」
一
八
回
、
⑤
「
ホ

レ
ば
あ
さ
ん
」「
七
羽
の
か
ら
す
」「
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン
」

各
一
五
回
、
⑥
「
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」
一
二
回
、
⑦
「
蛙
の
王
様
」「
ブ
レ
ー

メ
ン
の
町
楽
隊
」「
星
の
銀
貨
」
各
一
〇
回
、
⑧
「
い
ば
ら
姫
」
九
回
、

⑨
「
三
人
の
紡
ぎ
女
」「
み
つ
け
鳥
」「
賢
い
グ
レ
ー
テ
ル
」
各
八
回

こ
れ
を
み
る
と
、『
童
話
集
』
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
話
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。「
お
い
し
い
お
か
ゆ
」「
星
の
銀
貨
」
以
外
は
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、「
お
い
し
い
お
か
ゆ
」「
こ
び
と
と
靴
屋
」「
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」「
賢
い

グ
レ
ー
テ
ル
」
の
四
話
以
外
は
、『
選
集
』
に
も
収
め
ら
れ
た
話
で
あ
る
。

現
代
の
語
り
手
は
グ
リ
ム
童
話
を
覚
え
て
語
る
わ
け
だ
が
、
ど
ん
な
テ
ク

ス
ト
を
使
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
グ
リ
ム
童
話
の
日
本
語
訳
は
数
多
く
存
在

す
る
が
、
語
る
た
め
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
翻
訳
本
を
使
用
す
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
っ
た
。
日
本
で
も
『
童
話
集
』
最
終
版
で
あ
る
第
七
版
（
一
八
五
七
）

の
翻
訳
が
普
及
し
て
い
る
が
、
改
版
の
た
び
に
手
を
加
え
ら
れ
て
「
読
む
昔

話
」
と
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
覚
え
て
語
る
に
は
不
向
き
な
の
で
あ
る
。

「
グ
リ
ム
童
話
を
語
る
会
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
グ
リ
ム
童
話
の
題

名
と
使
用
テ
ク
ス
ト
が
併
記
し
て
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
み
る
と
、

主
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

『
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く
』
一
～
二
八　

一
九
七
三
～
二
〇
一
一　

東
京
子

ど
も
図
書
館

『
子
ど
も
に
語
る
グ
リ
ム
の
昔
話
』
全
六
巻　

佐
々
梨
代
子
・
野
村
泫
訳　

一
九
九
〇
～
一
九
九
三　

こ
ぐ
ま
社
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『
語
る
た
め
の
グ
リ
ム
童
話
』
全
七
巻　

小
澤
俊
夫
監
訳　

小
澤
昔
ば
な
し

研
究
所
再
話　

二
〇
〇
七　

小
峰
書
店

紙
数
の
制
約
の
た
め
詳
述
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、

「
読
む
た
め
」
で
は
な
く
「
語
る
た
め
」「
聞
く
た
め
」
の
グ
リ
ム
童
話
の

テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
．
現
代
に
お
け
る
グ
リ
ム
童
話
の
意
義

グ
リ
ム
童
話
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』

に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
グ
リ
ム
童
話
の
『
童
話
集
』『
選
集
』
に
お
け
る

テ
ク
ス
ト
変
遷
、
つ
ま
り
グ
リ
ム
の
再
話
の
仕
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
昔
話
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
あ
げ
る
た
め
、
本

に
な
っ
た
昔
話
、
つ
ま
り
「
書
か
れ
た
昔
話
」
の
テ
ク
ス
ト
を
改
訂
し
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
聞
く
昔
話
」
が
「
読
む
昔
話
」
に
姿
を
変
え
て

い
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
グ
リ
ム

童
話
は
世
界
中
に
普
及
し
、
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
注
目
す
べ

き
な
の
は
、「
読
む
昔
話
」
と
し
て
再
話
さ
れ
た
グ
リ
ム
童
話
が
、
今
日

好
ん
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
リ
ム
童
話
の
魅

力
、
そ
の
物
語
の
力
が
、
語
ら
れ
る
こ
と
で
よ
り
直
接
人
の
心
に
届
く
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
語
る
昔
話
」「
聞
く
昔
話
」
と
し
て
の

グ
リ
ム
童
話
の
再
発
見
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

昔
話
を
文
字
に
し
て
保
存
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
『
グ
リ
ム
童
話
集
』

は
、
昔
話
研
究
の
端
緒
を
ひ
ら
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
再
話
昔
話
と
し
て

の
グ
リ
ム
童
話
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
昔
話
を
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
て
い

く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
に
日
本
口
承
文
芸
学
会
第
三
七

回
大
会
で
行
な
っ
た
講
演
内
容
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）	D

enecke, 1971: 69.

（
２
）	

一
お
よ
び
二
の
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
間
宮
、
一
九
九
四
：
七
九
─

九
二
。

（
３
）	

入
れ
換
え
ら
れ
た
二
話
に
つ
い
て
は
、三
九
前
は
初
版
（
一
八
二
五
）

と
第
八
版
（
一
八
五
〇
）
を
、
三
九
後
は
第
九
版
（
一
八
五
三
）

と
第
一
〇
版
（
一
八
五
八
）
を
、
ま
た
、
四
四
後
は
第
二
版

（
一
八
三
三
）
と
第
一
〇
版
（
一
八
五
八
）
を
比
較
し
た
。
四
四
前

は
初
版
の
み
で
除
く
た
め
、
こ
こ
で
の
総
話
数
は
五
四
話
で
あ
る
。

（
４
）	

小
澤
、
一
九
九
二
・
一
九
九
九
を
参
照
。

（
５
）	

間
宮
、
二
〇
〇
二
ａ
：
二
九
─

四
三
。

（
６
）	M

am
iya, 1999

： 52

─63.
（
７
）	

間
宮
、
二
〇
〇
五
：
六
五
─

七
九
。

（
８
）	
間
宮
、
二
〇
〇
二
ｂ
：
八
五
─

九
九
。

（
９
）	M

am
iya, 2007

： 1

（362

）─10

（353

）.（
日
本
語
要
旨
：11 （352

）─12
（351
））

（
10
）	

間
宮
、
二
〇
〇
三
：
一
─

一
〇
。
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（
11
）	

間
宮
、
二
〇
一
二
：
一
─

一
九
。

（
12
）	

た
と
え
ば
、『
伝
え
』
第
五
二
号
（
二
〇
一
三
）
の
杉
浦
邦
子
「『
お

は
な
し
会
』
で
語
ら
れ
る
グ
リ
ム
の
昔
話
」
な
ど
を
参
照
。

（
13
）
こ
の
う
ち
、
三
か
所
（
東
京
都
北
区
、
東
京
都
調
布
市
、
神
奈
川

県
横
浜
市
）
に
つ
い
て
は
自
身
で
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

引
用
・
参
考
文
献

小
澤
俊
夫
『
グ
リ
ム
童
話
の
誕
生　

聞
く
メ
ル
ヒ
ェ
ン
か
ら
読
む
メ
ル

ヒ
ェ
ン
へ
』
一
九
九
二　

朝
日
新
聞
社

小
澤
俊
夫
『
グ
リ
ム
童
話
考
』
一
九
九
九　

講
談
社
（
復
刻
版　

二
〇
一
三　

小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
）

間
宮
史
子
「K

leine A
usgabe der K

inder- und H
ausm

ärchen 

─
そ
の
成
り
立
ち
、
構
成
、
特
徴
─
」"Rhodus. Zeitschrift für 

Germ
anistik" N

r.10　

一
九
九
四

間
宮
史
子
「『
灰
か
ぶ
り
』
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
─
『
グ
リ
ム
童
話
集
』『
グ

リ
ム
童
話
選
集
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析
─
」『
白
百
合
女
子
大
学
児
童
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
』
Ⅵ　

二
〇
〇
二
（
二
〇
〇
二
ａ
）

間
宮
史
子
「『
い
ば
ら
姫
』
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
─
『
グ
リ
ム
童
話
集
』『
グ

リ
ム
童
話
選
集
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析
─
」
小
澤
俊
夫
教
授
古
稀
記
念
論

文
集
編
集
委
員
会
編
『
昔
話
研
究
の
地
平　

小
澤
俊
夫
教
授
古
稀
記
念

論
文
集
』
二
〇
〇
二
（
二
〇
〇
二
ｂ
）

間
宮
史
子
「『
貧
し
い
粉
屋
の
小
僧
と
猫
』
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
─
『
グ
リ

ム
童
話
集
』『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析
─
」『
白
百
合
女

子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
』
Ⅶ　

二
〇
〇
三

間
宮
史
子
「『
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
の
鳥
』
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
─
『
グ
リ
ム
童
話

集
』『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析
─
」『
口
承
文
藝
研
究
』

二
八　

二
〇
〇
五

間
宮
史
子
『
白
雪
姫
は
な
ぐ
ら
れ
て
生
き
返
っ
た
─
グ
リ
ム
童
話　

初
版

と
第
二
版
の
比
較
─
』
二
〇
〇
七　

小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所

間
宮
史
子
「『
腕
利
き
４
人
兄
弟
』
の
テ
ク
ス
ト
変
遷
─
『
グ
リ
ム
童
話

集
』『
グ
リ
ム
童
話
選
集
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析
─
」『
白
百
合
女
子
大
学

児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
』
�　

二
〇
一
二

D
enecke, Ludw

ig: Jakob Grim
m

 und sein Brüder W
ilhelm

. 
Stuttgart

（M
etzler

）1971.
M

am
iya, Fum

iko: T
extveränderungen der K

leinen A
usgabe 

der K
inder- und H

ausm
ärchen 

（K
H

M

） der Brüder Grim
m

. 
Rotkäppchen （K

H
M

 26

）. In: D
oitsu Bungaku, 102 （1999

）, S. 52

─63.
M

am
iya, Fum

iko: D
ie T

extveränderung von K
H

M
 105

（I

）

"M
ärchen von der U

nke". T
extanalysen der Großen und 

der K
leinen A

usgaben der K
inder- und H

ausm
ärchen der 

Brüder Grim
m

. In: A
spects of Folktale Research: Festschrift 

in H
onor of Professor T

oshio O
zaw

a for his 77th Birthday. 
T

okyo （D
O

Y
O

-K
A

I

） 2007, S. 1

（362

）─10

（353

）.（『
昔
話
研
究
の

諸
相　
小
澤
俊
夫
教
授
喜
寿
記
念
論
文
集
』
昔
話
研
究　
土
曜
会
）

�

（
ま
み
や
・
ふ
み
こ
／
白
百
合
女
子
大
学
）


